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を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
錦
海
塩
田
」
跡
地
の
今
後
に

つ
い
て
は
、
有
償
無
償
に
か
か
わ

ら
ず
跡
地
の
取
得
と
公
的
管
理
に

向
け
て
、
現
在
破
産
管
財
人
お
よ

び
抵
当
権
者
と
の
交
渉
を
重
ね
、

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
行
政
改
革
」
で
は
、
市
民
活

動
を
支
援
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

市
民
活
動
応
援
補
助
金
を
始
め
ま

し
た
。
持
続
的
な
市
民
活
動
の
展

開
に
向
け
て
基
礎
は
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
状
況
は
順
調
に
回
復
し
て

お
り
、
今
後
も
財
政
見
通
し
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
な
が
ら
、
必

要
な
施
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
中
期
財
政
見
通
し
を

立
て
る
た
め
に
、
現
在
関
係
課
に

対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
合
併
後
の
優
遇
措
置
が

な
く
な
っ
た
時
点
ま
で
を
見
通
す

た
め
、
事
業
の
実
施
内
容
を
吟
味

し
、
来
年
度
の
予
算
要
求
ま
で
の

検
討
事
項
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
業
を
通
し
て
、
将

来
に
わ
た
っ
て
市
民
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
な
市
役
所
の
構

造
改
革
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
・
向
上
と
行
政
の
ス
リ
ム

化
な
ど
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

緑
の
分
権
改
革
調
査
事
業

　

環
境
に
や
さ
し
い
低
炭
素
社
会

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
自

転
車
の
利
用
を
快
適
か
つ
積
極
的

に
取
り
入
れ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
総
務
省
か
ら
の

受
託
事
業
で
あ
り
、「
瀬
戸
内
市

バ
イ
ク
ビ
ズ
」
の
名
称
に
よ
り
、

実
現
に
向
け
た
有
効
な
方
策
を
取

り
ま
と
め
る
た
め
の
調
査
事
業
を

今
年
度
で
行
い
ま
す
。

メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
地
域
資
源
の
発
掘
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
先
進
地
調
査
、
市
民
意

識
調
査
、
本
市
に
対
す
る
市
外
の

人
の
イ
メ
ー
ジ
調
査
を
行
い
、
瀬

戸
内
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
な
ど
を
策
定

し
、
商
品
の
開
発
や
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
農
業
や
商
工
業

の
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

学
力
・
学
習
状
況
調
査

　　

平
成
22
年
度
の
「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
お
よ
び

市
が
独
自
に
実
施
し
た
「
学
力
調

査
」
の
結
果
に
つ
い
て
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
「
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
」
は
、
抽
出
調
査
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
数
校
の
小
学
校
・
中

学
校
が
抽
出
校
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
の
学
校
は
希
望
実
施
校

と
し
て
同
じ
問
題
を
使
っ
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

抽
出
校
の
結
果
は
、
平
均
正
答

率
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
で
は
国

語
Ａ
・
Ｂ
、
算
数
Ａ
・
Ｂ
の
す
べ

て
で
岡
山
県
平
均
を
上
回
り
、
算

数
Ａ
を
除
い
て
全
国
平
均
も
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
国
語
Ａ
・
Ｂ
、

数
学
Ａ
・
Ｂ
の
う
ち
、
国
語
Ａ
・

Ｂ
は
岡
山
県
平
均
を
上
回
っ
て
い

ま
す
が
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
た

の
が
国
語
Ｂ
の
み
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
独
自
の
「
学
力
調
査
」
の
結

果
は
、
到
達
度
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
４
年
生
・
５
年
生
、
中
学
校

１
年
生
・
２
年
生
の
国
語
と
算

数
・
数
学
の
す
べ
て
で
目
標
値
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

基
礎
的
な
学
習
内
容
に
つ
い
て

は
定
着
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

応
用
的
・
発
展
的
思
考
を
苦
手
と

す
る
児
童
生
徒
が
や
や
多
く
、
基

礎
的
問
題
に
比
べ
て
無
回
答
率
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
各
学
校
で
「
学
力
・

学
習
状
況
改
善
プ
ラ
ン
」
を
作

成
し
て
授
業
改
善
を
図
る
と
と
も

に
、
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
に
応

じ
た
指
導
の
工
夫
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

市
長
か
ら

　

市
長
に
就
任
し
て
か
ら
１
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

も
掲
げ
た
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い

て
総
括
を
し
ま
す
。

　

ま
ず
、「
医
療
・
福
祉
」
の
面

に
つ
い
て
は
、
新
市
民
病
院
の
建

設
に
向
け
て
、
外
部
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
招
い
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
に
よ
る
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
教
育
」
に
つ
い
て
は
、
市
独

自
の
学
力
調
査
の
実
施
、
学
校
教

育
予
算
の
増
額
、
図
書
館
の
建
設

に
向
け
た
具
体
的
研
究
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
子
育
て
」
に
つ
い
て
は
、
民

間
保
育
園
の
誘
致
に
加
え
、
地
域

全
体
で
子
育
て
を
進
め
る
た
め
の

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
環
境
」
に
つ
い
て
は
、
自
区

内
処
理
に
向
け
て
今
後
も
引
き
続

き
ご
み
の
減
量
30
％
の
取
り
組
み

た
。
同
様
に
地
域
生
活
支
援
事
業

を
利
用
す
る
際
の
低
所
得
者
の
負

担
も
、
７
月
１
日
か
ら
無
料
化
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
障
害
の
あ
る

人
が
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
構
築
事
業

　

本
事
業
は
、
本
市
の
農
水
産
物

や
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
加
工
品
を

ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
た
め
に
、景
観
、

自
然
、
歴
史
、
風
土
、
文
化
、
素

材
な
ど
の
地
域
イ
メ
ー
ジ
と
関
連

さ
せ
な
が
ら
、
他
地
域
に
は
な
い

付
加
価
値
の
高
い
商
品
の
開
発
を

行
う
も
の
で
す
。　

　

ま
た
、
開
発
さ
れ
た
商
品
と
本

市
の
魅
力
を
県
内
の
み
な
ら
ず
全

国
の
消
費
者
へ
Ｐ
Ｒ
し
、
需
要
の

拡
大
と
市
に
対
す
る
興
味
や
来
訪

者
の
増
加
を
図
る
こ
と
で
、
農

水
産
業
な
ど
の
活
性
化
や
市
の
イ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め
の

改
修
に
向
け
た
調
査
を
実
施

　

今
後
３
年
間
で
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
か
も
め
の
運
転
時
間
延
長
に

向
け
た
改
修
を
行
う
た
め
の
調
査

を
10
月
か
ら
行
う
予
定
で
す
。

　

今
後
１
年
間
を
か
け
て
周
辺
地

区
の
大
気
質
、
騒
音
振
動
、
交
通

量
、
悪
臭
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業
の

負
担
を
軽
減

　

本
市
で
は
、
障
害
が
あ
る
人
も

地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
地
域
生
活
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
障
害
者
自
立
支
援
法
の
改

正
に
よ
っ
て
、
４
月
か
ら
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
市
民
税
非
課
税
で

あ
る
低
所
得
者
が
利
用
す
る
場
合

に
は
、
負
担
が
無
料
化
さ
れ
ま
し

　

　瀬戸内市では、市花・市木・市鳥等選定投票を実施し、１カ月間にわたって市民の皆さんにそれぞ
れの候補へ投票を行ってもらいました。
　その結果、７月 30 日に開催された市花・市木・市鳥等選定委員会において、投票総数 1,572 票の
中から得票数の一番多いものを瀬戸内市の市花・市木・市鳥・市の海産物として決定しました。
　市のシンボルとして、地域でのイベントや市外へのＰＲの際にぜひご活用ください。 

市の花　

得票数　1,243 票
鎌倉時代、備前福岡一文
字派の刀工が製作した上
質の太刀に後鳥羽上皇が
菊紋を入れたという「菊一文字」につながります。
市民による菊花展も盛んに開催されています。

市の木　

得票数　661 票
木そのものがさわやかな
地中海を連想させ、「日
本のエーゲ海」を広く国
内に印象付けています。また、市の温暖な気候と太
陽いっぱいの明るい様子を想像することができます。
　

市の鳥　

得票数　676 票
姿が大変愛らしく、四季
を通じてよく見かけるこ
とから親しみを持てま

す。また、その姿が住む人の心をなごませることか
ら、安らぎのある市をイメージできます。　

市の海産物　

得票数　956 票
海のミルクといわれ、高
い栄養価を持ち、市の特
産品として関西にも知ら

れています。また、カキ棚のある風景は朝日100選
にも選ばれており、県外へのアピール力があります。

瀬戸内市の花、木、鳥、海産物を決定




